
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

チャレンジできる環境 
 

教育研修センター・ 

特別支援教育センター 

所 長 若 月  佳 妙 
 

今年度、小中学校を訪問させていただいている中で、学校の目標や教育活動に「やってみよう」

や「チャレンジ」という言葉が多くあります。これらは、これからやって来る、予想できない未来

の社会を自分の力で生き抜いていく力を子どもたちに身に付けてほしいという願いが込められて

いる言葉だと思います。 

この「やってみよう」というトライを、安心して子どもたちが実行するには、支える人がいる環

境が必要です。トライしてうまくできたときは、一緒に喜び頑張りを称えることができ、周りの人

も共感しやすいです。でも、大切なのはうまくできなかったとき、エラーの状況のときこそ、環境

が重要だと考えます。一緒に悔しさや悲しさを共有しながら、何が原因か改善点を見つけることに

力を貸してくれる人がいてほしいです。うまくいかなくても「ドンマイ！」と明るく返すのも１つ

の方法です。深く落ち込んでいたら、何も言わず一緒にいることも１つです。反応もその子によっ

て変わるので、難しい部分もたくさんありますが、そばに誰かがいることは本人にとってとても心

強いものです。 

一方で、たくさんの小さなエラーを経験することも重要です。気持ちが成長し、心もしなやかに

強くなります。この経験は多いほど、どうやってそこから抜け出せるかを学ぶことができます。解

決策をたくさん身に付けることができるのです。できればその子に合ったちょっと難しいエラーが

起こり、自分一人で越えられるとよいのですが、なかなかそうはいかないので、たくさんの人で支

え安心できる環境をみんなで作ってほしいと思います。 

このなかなかうまくいかない経験を支えるには、自分自身と周りの人の寛容な心が必要です。受

け止める大きな器です。こうでなくではいけないという固定観念を柔らかくして、これぐらいなら

まあいいか、がんばった結果だからよしとしよう、次に期待しようなどと、自分と周りが受け止め

ることができるとよいと考えます。時には、よくない結果となっても「よくがんばった、偉い！」

と褒めることのできる器がほしいです。現在のこの立場に身を置き、自分の器の小ささを痛感して

います。大きな器として寛容な心が社会全体であれば、子どもたちがエラーに負けず、自分で決め

たトライや人に勧められたトライを『やってよかった』と実感し、また次への意欲が沸き上がると

思います。 

「やってみよう！」という新しいトライは心がとてもわくわくします。新しい知識を得たり、素

敵な体験になったりします。人生 100 年時代とも言われています。子どもも大人も、みんな自分か

らトライできるような環境を作っていけることを願っています。そのために、子どもたちに関わる

全ての皆様で「寛容の大切さ」を共有できたらと思います。 
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利用児童生徒数の推移（４～10月）

昨年度に比べ、微増となっており、市内の不登校児童生徒数も増加しています。

10月までに実施した体験学習

・6/18(水)ものづくり講座

　「ペットボトル空気砲を作ろう」

・7/4(金)カレー作り（丸火自然公園）

・9/12(金)秋の遠足（富士山こどもの国）

・10/15(水)焼きそば作り（丸火自然公園）

青少年指導委員120名が、

「ドクターイエロー」を思わせる

黄色いスタイルで活動しています。

通常補導（地区巡回）に加え、

県内一斉補導や祭典補導も実施し、

青少年の健全な環境づくりに

努めています。

◎青少年指導委員の資質向上を目的として、5/7(水)に
研修会を行いました。

１ 青少年相談事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 合計

相談件数(件) 36 11 8 12 7 17 11 102 相談件数(件) 32 13 9 9 8 10 15 96

利用人数(人) 26 7 5 8 6 13 6 71 利用人数(人) 25 6 6 5 3 7 10 62

延べ利用(人) 141 218 218 152 59 288 325 1,401 延べ利用(人) 143 254 258 198 59 285 293 1,490

令和７年度「ステップスクール・ふじ」データ 令和６年度「ステップスクール・ふじ」データ

２ 青少年非行防止事業

 青少年指導委員による補導活動（４～10月）

区　分 出動回数 参加人数
補導件数
(声掛け)

通常補導
地区巡回･学校との連携

168 578 74

祭典補導
祇園祭･富士まつり･甲子秋まつり

3 63 13

補導連絡協議会
各地区活動等情報交換

3 119 －

合　　計 174 760 87

さわやかタイム  8:00～8:50 朝 の 活 動

学びの時間  9:00～11:20 自 ら 学 ぶ 時 間

スポーツの時間 11:30～12:00 ス ポ ー ツ 活 動

昼食・昼休み 12:00～13:00 昼 食 ・ 休 憩 ・ 自 由 時 間

学びの時間 13:00～14:50 自 ら 学 ぶ 時 間

スポーツの時間 15:00～15:30 ス ポ ー ツ 活 動

ふれあいタイム 15:30～18:00 交 流 活 動

「ステップスクール・ふじ」一日の流れ
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３ 子ども・若者育成支援事業

１２月～２月の行事予定

2(火) 臨床心理士来所相談 5(月) 冬季休業終了 4(水) 事例研修

12 3(水) 事例研修 １ 補導連絡協議会 ２ 6(金) 臨床心理士来所相談

5(金) 体験学習（Xmasﾘｰｽづくり） 6(火) ステップスクール・ふじ開始 14(土) 合同相談会

12(金) 臨床心理士来所相談 7(水) 事例研修 16(月)  不登校研修会（講演会）

13(土) 家族会･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 10(土) 家族会･ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 17(火) 青少年相談センター運営協議会 

17(水) 事例研修 13(火) 不登校対策連絡会 臨床心理士来所相談

19(金) 保護者教室 臨床心理士来所相談 18(水) 保護者懇談会

県内一斉補導 21(水) 事例研修 所員会議

22(月) ステップスクール・ふじ最終 23(金) 保護者教室 23(月) 毘沙門天大祭補導～25

24(水) 所員会議 27(火) 臨床心理士来所相談 26(木) ものづくり教室

月 25(木) 冬季休業開始 月 28(水) 所員会議 月 27(金) 保護者教室

29(木) 体験学習（料理教室）

愛称「ココ☆カラ」は、「この窓口（ココ）から、ココロとカラダを元気にして羽ばたいて

ほしい」という願いを込めたものです。悩みを抱える若者が、未来を主体的に捉え、社会的

な自立を果たすための支援をしています。

※サポーター養成講座
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84組 ２月

157人 15日
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211人 14日
80人 112回 1,304人 25件 83人 57人 27人R7 58件 605件 663件 198件

合同相談会
※
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R6 59件 555件 614件 342件 46人 217回 1,809人 35件 89人 86人 41人

年
度

相談 アウトリーチ

若者相談窓口「ココ☆カラ」統計データ(４～10月）
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【令和８年２月14日(土)】

子ども・若者のさまざまな悩みに個別に応じる「合同相談会」に向けて

準備を進めています。

若者相談窓口「ココ☆カラ」については、10月末まで令和５年度と大きな増減なく

推移しています。
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富士市青少年相談センター

住所 富士市八代町1番1号

富士市教育プラザ内

電話 0545(52)4152

FAX 0545(52)3737

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

●岳南電車ジヤトコ前駅から徒歩２分

●富士警察署北側

～青少年相談センターはこんな仕事をしています～

１ 青少年相談事業

【来所相談】

○学校生活や進路に関すること

○不登校に関すること

○いじめや友達関係に関すること

○養育や生活態度・性格に関すること

○非行や性の悩みに関すること

○その他青少年に関すること

《受付時間》9:00～16:00

（土日祝・年末年始を除く）

事前に青少年相談センターにお申し込みください。

「ほっとテレフォン・ふじ」

9:30～16:30（土日祝・年末年始を除く）

電話 0545(51)3741 またはメールで

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

【電話相談】《S63開設》

学校生活や友達関係、進路、非行や不登校等、

青少年に関する電話相談やメール相談

【ほっとデジタル相談・ふじ】（令和５年２月１日開始）

小中学校の全児童生徒に配付しているタブレットを

利用した相談ツールで時間と場所を気にせず、困り

ごとなどを相談できます。

【ステップスクール・ふじ】《S63開設》

不登校児童生徒に時間と場所を提供し、一人一人に

応じた支援を進める中で、児童生徒が自らの進路を

主体的に捉えて、社会的に自立していくための支援

をしています。

《利用時間》8:00～18:00

○学習○体験学習○創作活動

○スポーツ○保護者懇談会 など

【臨床心理士来所相談】《H14開始》

月２～３回臨床心理士の先生に、子育てや発達に

ついての悩みを相談することができます。

予約制ですので、日程及び申し込みについては、

青少年相談センターまでお問合せください。

【保護者教室】

お子さんが学校に行くことができずにいる保護者

のみなさんが集まって、悩みや不安を共有したり、

情報交換をしたりする会です。

原則、毎月第４金曜、12月のみ第３金曜

詳細は青少年相談センターまでお問合せください。

２ 青少年非行防止事業

３ 子ども・若者育成支援事業

【富士市若者相談窓口 ココ☆カラ】《H27開設》

概ね中学校卒業から３９歳までの、ニート、

ひきこもり、不登校など社会生活に困難を抱

える若者とそのご家族の支援を行っています。

《受付時間》9:00～17:00（火～土曜日）

(祝日・年末年始を除く)

住所 富士市八代町1番1号

富士市教育プラザ内

電話 0545(55)0562

e-mail：f-wakamono@chive.ocn.ne.jp

○青少年指導委員による補導活動《S42から》

○青少年健全育成活動

○環境浄化活動

３つの活動により青少年の周辺環境を守ります。
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